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開
会
式
の
後
は
、
文
化
部
に
よ

る
ス
テ
ー
ジ
発
表
が
行
わ
れ
ま

し
た
。 

 

ま
ず
初
め
に
、
茶
華
道
部
。
音

楽
に
合
わ
せ
て
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ

ン
ジ
メ
ン
ト
を
お
こ
な
い
、ス
テ

ー
ジ
に
彩
り
を
与
え
て
く
れ
ま

し
た
。 

 

続
い
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
が
積
極
的
に

活
動
し
て
い
る
「
銀
の
馬
車
道
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
や
「
エ
コ
キ

ャ
ッ
プ
運
動
」
な
ど
に
つ
い
て
報

告
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。 

 

最
後
に
、
音
楽
の
授
業
選
択

者
。
１
年
生
・
３
年
生
そ
れ
ぞ
れ

が
、
授
業
で
練
習
し
て
き
た
成
果

を
存
分
に
発
揮
し
て
く
れ
ま
し

た
。 

７
月
１９
日
（
火
）
の
午
後
か
ら
２０

日
の
２
日
間
の
日
程
で
、
延
期
に
な

っ
て
い
た
神
高
祭
を
実
施
し
ま
し

た
。
全
校
生
徒
か
ら
募
集
し
た
サ
ブ

タ
イ
ト
ル
は
３
年
１
組
の
中
島
宝
乃

香
さ
ん
が
考
案
し
た
「
す
ぺ
し
ゃ
る 

め
も
り
ー
ず
。
」
が
採
用
さ
れ
、
待
ち

に
待
っ
た
２
日
間
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。 

 

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
、
毎
年
恒
例
の

生
徒
会
執
行
部
に
よ
る
「
南
中
ソ
ー

ラ
ン
」。
こ
れ
ま
で
の
伝
統
を
引
き
継

ぎ
な
が
ら
も
、
例
年
以
上
に
練
習
の

質
を
高
め
る
こ
と
で
、
見
て
い
る
者

を
魅
了
す
る
演
技
を
披
露
し
て
く
れ

ま
し
た
。 

 

 

２
日
目
は
、
家
庭
科
部
の
浴
衣

と
袴
の
着
付
け
の
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
か
ら
ス
タ
ー
ト
を
し
ま
し

た
。
着
付
け
が
終
わ
っ
た
時
に

は
、
と
て
も
華
や
か
な
姿
が
ス
テ

ー
ジ
を
彩
っ
て
く
れ
ま
し
た
。 

書
道
部
の
ス
テ
ー
ジ
で
は
、

「
私
た
ち
の
道
」
を
テ
ー
マ
に
書

道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
行
い
、
迫

力
の
あ
る
素
晴
ら
し
い
作
品
が

で
き
上
が
り
ま
し
た
。 

閉
会
式
前
の
吹
奏
楽
部
の
演

奏
で
は
、
少
人
数
な
が
ら
力
強
い

演
奏
を
披
露
し
、
神
高
祭
を
最
後

ま
で
し
っ
か
り
と
盛
り
上
げ
て

く
れ
ま
し
た
。 



２０２２．８．４ 

第４８７号② 

兵庫県立神崎高等学校 

ＴＥＬ ０７９０－３２－０２０９ 

          

 

夢を発見し実現できる学校 

 

ディスカバリー        ハイ  スクール     カンザキ     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

閉
会
式
で
は
各
種
受
賞
者

が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
短
歌
の

部
門
は
各
学
年
３
首
ず
つ
が
特

選
と
し
て
選
出
さ
れ
、
サ
ブ
タ

イ
ト
ル
部
門
は
中
島
宝
乃
香
さ

ん
（
３
年
１
組
）・
プ
ロ
グ
ラ
ム

表
紙
部
門
は
井
上
な
な
み
さ
ん

（
３
年
１
組
）
が
そ
れ
ぞ
れ
受

賞
し
ま
し
た
。
ま
た
、
展
示
部

門
で
は
金
賞
が
３
年
１
組
、
学

年
動
画
で
盛
り
上
げ
た
ク
ラ
ス

に
贈
ら
れ
る

M
o
v
ie

 
O

n
e

賞

は
２
年
生
が
受
賞
し
ま
し
た
。 

午
後
か
ら
は
、
各
ク
ラ
ス
の
趣

向
を
凝
ら
し
た
展
示
で
す
。
今
年

度
も
模
擬
店
が
実
施
で
き
な
い

た
め
、
各
ク
ラ
ス
で
ゲ
ー
ム
等
を

行
い
集
客
に
全
力
を
注
ぎ
ま
し

た
。
各
学
年
、
箱
の
中
身
を
当
て

た
り
、
射
的
、
イ
ン
ト
ロ
ド
ン
、

フ
リ
ー
ス
ロ
ー
な
ど
の
趣
向
を

凝
ら
し
た
ゲ
ー
ム
な
ど
様
々
な

工
夫
を
し
て
、
夏
祭
り
の
縁
日
の

よ
う
な
雰
囲
気
と
な
り
ま
し
た
。

各
会
場
で
は
生
徒
や
先
生
が
景

品
目
指
し
て
参
加
し
、
盛
り
上
が

っ
て
い
ま
し
た
。 

一
方
、
体
育
館
で
は
有
志
５
組

に
よ
る
ひ
き
語
り
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
シ
ョ
ー
、
ダ
ン
ス
等
が
行
わ

れ
、
会
場
を
沸
か
せ
て
い
ま
し

た
。 

 

展
示
作
品
は
、
美
術
授
業
で
作

成
し
た
ア
ー
ト
、
書
道
部
・
書
道

授
業
の
作
品
、
家
庭
科
部
・
茶
華

道
部
な
ど
の
作
品
が
展
示
さ
れ
、

見
る
人
を
魅
了
し
ま
し
た
。
国
語

科
で
は
、
全
校
生
一
人
ひ
と
り
が

思
い
を
込
め
て
書
い
た
、「
人
を
愛

す
る
歌
」
も
展
示
さ
れ
ま
し
た
。 

今
年
度
は
、
学
年
動
画
を
全
体

ス
テ
ー
ジ
で
披
露
し
、
各
学
年
と

も
に
ク
オ
リ
テ
ィ
ー
の
高
い
作
品

を
披
露
し
ま
し
た
。 

  

＜一粒万倍＞ 

ディスカバリー新聞第４８７号は、「神高祭」特集号です。当初は、６月１６日（木）、１７日（金）に実施予定で

したが、新型コロナウイルス感染症の影響を受けて、７月１９日（火）、２０日（水）に延期しての開催となりまし

た。２年振りに開催できた昨年度とは違った意味での生徒たちが待ちに待った「神高祭」となりました。６月に照準

を合わせて準備していたこともあり、１ヶ月の延期がどう影響するかと心配しましたが、生徒たちは気持ちを切らさ

ず、躍動感あふれるステージ発表や趣向を凝らした展示を披露してくれました。今年度も模擬店等は実施できず、例

年どおりとはいきませんでしたが、日程を１日半にしたことや３年生の保護者の皆様、学校評議員の皆様にご来校い

ただき、生徒たちの勇姿をご観覧いただけたことは少し前進かなと思っています。「神高祭」は、毎年恒例となって

います生徒会執行部による「南中ソーラン」の演技を皮切りに、１日目は茶華道部、ボランティア部による文化部の

ステージ発表と音楽の授業選択者による演奏が披露されました。２日目は家庭科部、書道部によるステージ発表を始

めとし、各学年の団結力を示す学年動画発表、各クラスの代表者によるクラス展示のＰＲ等、どの発表をとっても気

温の上昇に負けないくらいの熱いステージ発表となりました。ステージ発表後は、各クラスの展示や有志による発表、

そして昼食を挟み、最後は吹奏楽部によるステージ発表で「神高祭」は幕を閉じました。神高祭後に１学期終業式を

実施するという、まさしくサブタイトルどおりの「すぺしゃるめもりーず」で１学期を無事終えることができました。

中心となって頑張ってくれた生徒会の皆さん、ご多用の中、ご来校いただきました３年生の保護者の皆様、学校評議

員の皆様に感謝申し上げます。 

神崎高校

の HP は

コチラ 


